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Ⅰ 新技術の解説 

 １ 要旨 

原発事故により海産魚介類が放射性物質に汚染され、福島県の沿岸漁業は一部海域での試験操業以外、操業自粛を余儀

なくされている。 

底びき網漁業の試験操業が相馬原釜で 2012 年 6 月から、いわき地区で 2013 年 10 月から開始されたことから、試験操業

を行った全船の操業記録により、曳網 1 時間あたり漁獲量（以下、CPUE）を求め、震災前の標本船日誌による CPUE と比較し、

資源動向を評価した。 

その結果、多くの魚種で休漁による資源量の増加が確認された。 

(1) 底びき網漁業の漁獲努力量（曳網時間）は、2012 年漁期（9 月～翌年 6 月）で震災前の 2.0%、いわき地区も加わった

2013 年漁期で 2.9%にとどまっている（表１）。 

漁獲量は 2012 年漁期で震災前の 5.4%、2013 年漁期で 7.3%であった（表２）。 

   (2) 試験操業の主漁場である水深 150m 以上 210ｍ未満の水深帯での 2013 年漁期の CPUE は、相馬原釜で 2012 年漁

期に続き震災前より大きく増加し、いわき地区においても同様に増加していた（図１）。 

(3) 相馬原釜の震災後の魚種組成は、震災前に比べてマダラが大きく増加した。2012 年漁期と 2013 年漁期の間では大

きな変化はなかった（図２）。 

(4) 主な漁獲対象魚種の多くで震災後２期にわたり CPUE が震災前の値を上回っており、休漁による資源量の増加が確

認された（図３）。 

(5) 一方、ヤナギダコ等、震災前の CPUE を下回った魚種については、発生豊度が資源量に影響しているものと考えら

れた。 

 

 ２ 期待される効果 

(1) 操業自粛が資源に与えた影響を評価し、自粛中の資源動向を把握することにより、本県漁業の再開後に適切な資源

管理を実施するための説明資料とする。 

 

 ３ 適用範囲 

漁業者 

 

 ４ 普及上の留意点 

(1) 試験操業海域は沖合資源を対象にしていることから、沿岸資源については、調査船や緊急時モニタリング等から同

様の解析を行う必要がある。 

(2) 本成果は、これまでの協力関係に基づく漁業者の努力によるものであり、成果を漁業者に還元することにより、連携

を強め、継続したデータ収集を図ることが必要である。 



Ⅱ 具体的データ等 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

Ⅲ その他 

 １ 執筆者 

  佐久間 徹 

 

 ２ 成果を得た課題名 

  (1) 研究期間 平成２３年度～２７年度 

  (2) 研究課題名 底魚資源の管理手法に関する研究  

 

 ３ 主な参考文献・資料 

  (1) 平成２５年度普及成果：沿岸性異体類の沖合での出現 

  (2) 平成２５年度普及成果：震災、操業自粛中における主要魚介類の資源動向 

　　　　　　　　　　　　表１　底びき網漁業の曳網時間 単位：時間

                  地区 相馬原釜

　 漁期 沖底 沖底 小底 合計

震災前３年平均

(2007～2009漁期)

２０１２年試験操業 2,319 2,319

(9月～翌年6月) (3.60%) (2.02%)

２０１３年試験操業 2,892 278 188 3,358

(9月～翌年6月) (4.49%) (1.23%) (0.67%) (2.92%)

114,967

－ －

いわき地区

64,357 22,631 27,979

　　　　　　　　　　　　　表２　底びき網漁業の漁獲量 単位：トン

                  地区 相馬原釜

　 漁期 沖底 沖底 小底 合計

震災前３年平均

(2007～2009漁期)

２０１２年試験操業 528 528

(9月～翌年6月) (8.7%) (5.4%)

２０１３年試験操業 622 57 33 711

(9月～翌年6月) (10.3%) (2.5%) (2.3%) (7.3%)

－ －

9,705

いわき地区

6,054 2,254 1,397

図１ 震災前後のＣＰＵＥ比較 
      （水深 150m 以上 210ｍ未満） 

図２ 相馬原釜、沖合底びき網漁業の魚種別漁獲量組成の震災前後比較 
（震災前は 2008～2010 年の３年平均、試験操業は出荷制限魚種も含む） 

図３ 相馬原釜、沖合底びき網漁業試験操業の震災前に対する CPUE 比率 
（点線は震災前と同じ CPUE を示す） 
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